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国
庫
支
出
金
を
受
け
て
の

事
業
は
令
和
６
年
度
で
終

了
す
る
予
定
で
、
介
護
予
防
の
た

め
令
和
７
年
度
か
ら
も
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
に
も
求

め
て
き
た
。

①
令
和
７
年
度
か
ら
も
引
き
続
き

行
う
た
め
の
進
捗
状
況
は
。

②
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
何
が
必
要
な
の
か
。

③
令
和
７
年
度
か
ら
も
事
業
継
続

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

①
７
月
22
日
、
滋
賀
県
庁
に
出
向

き
、
令
和
７
年
度
県
予
算
に
関
す

る
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
８
月
12

日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
福
祉

課
と
で
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
を

協
議
し
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
実
施
方
法
を
調
整
す
る
段
階

に
入
っ
て
い
る
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
容
量
や

管
理
方
法
が
地
域
で
異
な
り
、
古

紙
類
が
雨
に
濡
れ
た
場
合
に
資
源

化
が
困
難
に
な
り
回
収
で
き
な
い

懸
念
が
あ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

①
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数

３
４
１
５
人
に
対
し
マ
イ
ナ
保
険

証
取
得
者
数
１
９
８
１
人
、
取
得

率
約
58
％
利
用
率
６
．49
％
。
後

①
高
齢
者
の
重
症
化
予
防
の
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
安
価
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
で

き
る
環
境
整
備
に
優
先
的
に
努
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
対
象

の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

②
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

個
人
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
１
０
０
０
円
と
し
、
軽
減

を
図
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
は
、
個
人
負
担
金
３
０
０
０

円
と
し
て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

重
症
化
予
防
の
た
め
、
予
防
接
種

が
受
け
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め

る
。

　

現
在
利
用
し
て
い
る
被
保
険
者

証
と
同
じ
サ
イ
ズ
、
材
質
に
な
る
。

（
福
祉
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
住
民
課
長
）

（
福
祉
政
策
監
）

（
住
民
課
長
）

問答

答

答 答

答

あ
な
た
の
一
日

　
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業

古
紙
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

予
防
接
種

マ
イ
ナ
保
険
証

町民への正確な情報提供を求めるQ

正確な情報提供と町民に寄り添った周知に
努める

A

東光寺へ外出（居場所事業）

資
格
確
認
書
（
マ
イ
ナ
保

険
証
を
保
持
し
て
い
な
い

方
に
交
付
予
定
）
は
現
在
の
国
保

証
や
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
と
形
式
は
同
じ
に
な
る
の
か
。

古
紙
を
誰
で
も
が
資
源
と

し
て
分
別
が
で
き
る
よ
う

に
、「
各
集
落
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
古
紙
回
収
を
実
施
す
る

こ
と
」
を
求
め
る
。

①
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
町
の
補

助
を
求
め
る
。

②
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
、
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
町
が

補
助
を
し
て
負
担
の
軽
減
を
求
め

る
。

①
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
の
マ
イ
ナ
保

険
証
の
取
得
者
数
と
そ
の
利
用
率

は
。

②
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
は
、

ど
こ
が
交
付
し
発
送
す
る
の
か
。

ま
た
発
送
ま
で
の
手
順
は
。

③
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
町
民

へ
の
正
確
な
情
報
提
供
を
求
め
る
。

問

問問

問

瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

マイナ保険証

非
核
都
市
宣
言
の

表
明
を
求
め
る

教
材
費
等
の
口
座
振
替

手
数
料
の
廃
止
を
求
め
る

彦
愛
犬
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ

農
業
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

学
校
給
食
費
の
無
償
化

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
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広
島
・
長
崎
市
長
の
平
和

式
典
で
の
呼
び
か
け
に
ど

の
よ
う
に
応
え
ら
れ
る
の
か
問
う
。

彦
愛
犬
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ

へ
の
後
援
を
断
っ
て
７
年

経
つ
。
後
援
し
な
い
と
す
る
町
長

の
見
識
を
問
う
。

地
域
農
業
の
衰
退
は
、
行

政
運
営
と
自
治
会
運
営
に

大
き
く
影
響
す
る
。
自
治
会
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
広
報
の

配
布
、
排
水
路
の
保
全
、
堤
防
の

除
草
な
ど
に
行
き
づ
ま
り
を
き
た

す
と
危
惧
す
る
。
町
の
変
化
を
ど

の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
の
か
を

問
う
。

学
校
給
食
法
で
は
な
く
、

子
育
て
支
援
、
義
務
教
育

の
無
償
化
を
実
践
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

国
は
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
を
創
設
し
た
。
本

町
の
実
情
か
ら
こ
の
制
度
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
問

う
。

令
和
６
年
度
か
ら
教
材
費

等
の
集
金
方
法
を
口
座
振

替
し
、
振
替
手
数
料
は
保
護
者
負

担
で
あ
る
。
保
護
者
負
担
の
廃
止

を
直
ち
に
求
め
る
。

　

自
治
体
が
宣
言
を
採
択
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見
が

あ
る
。
町
長
と
言
う
立
場
を
も
っ

て
宣
言
を
策
定
で
き
る
も
の
で
な

い
。　
　

　

平
成
18
年
に
、
議
会
に
お
い
て

宣
言
を
ご
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
尊

重
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
ん

だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
う
。

　

世
界
平
和
や
核
兵
器
の
な
い
世

界
に
至
る
ま
で
の
手
法
や
考
え
方

は
様
々
あ
る
。

　

諸
団
体
に
よ
る
各
種
お
取
り
組

み
へ
の
後
援
は
、
公
で
あ
る
自
治

体
と
し
て
抑
制
的
に
な
る
も
の
で

あ
る
。

　

農
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
も
変
容
し
て
い
る
。
自
治

会
へ
の
依
頼
事
項
等
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
き
た
こ
と
が
、
年
々
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
否
め

な
い
状
況
。
高
度
経
済
成
長
を
通

　

国
は
、
令
和
８
年
度
に
す
べ
て

の
自
治
体
を
対
象
と
し
て
制
度
を

創
設
し
た
。
全
国
一
律
の
制
度
と

せ
ず
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
で
き
る
制
度
設
計
な
ど

を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

　

口
座
振
替
手
数
料
の
保
護
者
負

担
は
、
令
和
７
年
度
以
降
は
負
担

軽
減
を
検
討
し
て
い
る
。

　

給
食
費
を
無
償
化
し
た
場
合
、

恒
常
的
に
年
間
１
億
２
千
万
円
の

財
源
が
必
要
で
あ
る
。
学
校
給
食

費
に
か
か
る
保
護
者
負
担
の
軽
減

に
つ
い
て
は
、
国
も
自
治
体
の
取

り
組
み
を
促
し
て
い
き
た
い
と
し

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

（
町
長
）
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問

問
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答

答 答

答

辰 己　 保辰 己　 保 議員議員

平和・非核都市宣言の表明を求めるQ

平和・非核都市宣言
A

農地と住宅地

町長の立場で、宣言を策定できるもの
ではない

録画配信はこちら録画配信はこちら

②
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り
効

果
的
で
効
率
的
な
事
業
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
よ
り
多
く

の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
、
事
業
内
容
の
充
実
が
重
要
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
提
案
が
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。

③
継
続
の
た
め
、
事
業
の
あ
り
方

を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。
創

意
と
工
夫
で
さ
ら
に
効
果
的
な
事

業
と
な
る
よ
う
努
力
研
究
し
た
い
。

期
高
齢
者
医
療
で
は
、
被
保
険
者

数
２
６
４
０
人
に
対
し
マ
イ
ナ
保

険
証
取
得
者
数
１
３
３
２
人
、
取

得
率
約
50
％
利
用
率
４
．61
％
。

（
令
和
６
年
６
月
１
日
現
在
）

②
令
和
６
年
12
月
２
日
に
健
康
保

険
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
所
有
者
が
自
身

の
被
保
険
者
資
格
等
を
把
握
で
き

る「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を

保
険
者
が
交
付
す
る
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
が
保
持

し
て
い
る
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
は
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
。

　

健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
交
付
す
る
。

今
年
12
月
２
日
の
健
康
保
険
証
廃

止
後
、
新
規
加
入
し
た
被
保
険
者

で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
者
に
は

保
険
者
か
ら
速
や
か
に
交
付
す
る
。

③
窓
口
の
丁
寧
な
説
明
や
町
Ｈ
Ｐ

や
町
広
報
誌
等
で
正
確
な
情
報
提

供
を
継
続
的
に
行
い
、
町
民
に
寄

り
添
っ
た
周
知
に
努
め
る
。

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
等
の
動
向

を
注
視
す
る
。

し
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
な
ど
変

遷
す
る
社
会
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

の
足
元
に
見
え
て
い
た
課
題
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。


